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秋定弥生
　　
はじめに
『百人一首宗祇抄』甲類本奥書
（注１）
及び、 『伊勢物語宗長（宗歓・
宗観）聞書』
（注２）
に依ると、 文明十（一四七八）年夏四月、 宗祇は、
宗観を伴って、越後への旅に出ている（宗祇第二回目の越後への旅（注３）
） 。この宗観は、 三富豊前守藤原忠胤である、 と思われる。従来、
宗観は 長のことであると言われてきたが、 「三富豊前守藤原忠胤宗観」であり、宗長と宗観は別人である、と思われる。以下に、その事実を見ていきたい。
私は、 以前に、 『宗祇と三富氏― 「宗観」 と 「大和国若槻庄」 をめぐっ
て―』
（注４、以下、拙稿Ⅰと言う。 ）
と、 『宗祇と三富氏（補説）―『補庵
京華続集 （横川景三）に見る「三富豊前守」―』
（注５、以下、拙稿Ⅱ
と言う。 ）
で、 三富豊前守宗観は、 『大乗院寺社雑事記』 名前の見える、
番条氏と血縁のある「宗観房昌懐律師」であろう 述べた。その後、永正本『増鏡』の奥書や『七所社修造棟札』 （伊根町、京都府立丹後郷土資料館寄託 等に見える「三富豊前守藤原忠胤宗観」の存在を見出したので、その点について訂正をしておきたい。本稿で述べる「三富豊前守藤原忠胤宗観」は、 「宗観房昌懐律 は 時代
や活動地域としては、ほぼ重なる人物ではあるが、別人とする。 『大乗院寺社雑事記』に頻出する、興福寺大乗院門跡尋尊の代理人として反銭の取り立てや猿楽の差配などに関わり、広い情報や人のネットワークを持っていた「宗観」との関係は不明、としておきたい。その上で、本稿を、改めて、独立した一本としたい。
　　
一、 『蒲生智閑宛宗祇書状』に見る三富氏と宗長
（注６）
先度八木拝領之時／御返事申候
　
仍已前申候／伊勢之人神戸方之
事候／連々罷下候へと被申候
　
親之／時ちかつき候し間左様之／儀
候哉
　
度々音信候間
　
強／可下存候
　
但宗益
　
先彼／地へ罷越候て
左右可申由に候／其様へ定而可
　
我等事も／承候て可罷越存候
　
然者／其方までの路次大儀
 三／富殿ニ可申入存候
　
万事／被仰合
て可懸候事
　
一向／御扶持を可憑存候
　
其為ニ／如此申入候
　
近
日仕候発句 染て待心や木ゝの初時雨／又兼載はあは地までのほり候由承候／兵庫まてなと申候
　
宗長は来月／初京着可仕候
　
恐々謹言
　
九月□日
　　　　　 　　　　　　
宗祇（花押）
　
蒲生殿
　
御宿所
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この書状（大阪市立歴史博物館蔵）は、金子金治郎氏が『飯尾宗
祇自筆書状
　
候爵浅野長勲氏所蔵』 との関連から、 明応元 （一四九二）
年のものと推定されている
（注７）
。この書状から、宗祇と三富氏、
宗益、兼載、宗長、蒲生殿等の交流がわかる。三富氏と宗長は、別人であることも明らかである。
　　
二、 『下草』に見る『三富豊前守』
　「三富殿」は、宗祇の第三自選句集『下草』の「花やあらぬ」の
発句の詞書に「三富豊前守」 見える人物である。
　
六六一ａ
　
二月半にには・に雪ふりし朝三富豊前守の許にして
　　　　　　
花やあらぬ昨日は雪の山さくら
この発句は、 『下草』の甲類・乙類・丙類本に入り、 丁類本には無い。
すなわち、延徳二年の草稿の時期から明応五年 過渡期の伝本に入り、明応五年十一月十八日に成立した丁類本では除かれた発句である
（注８）
。
この「花やあらぬ」の発句は、延徳二（一四九〇）年二月二十五
日の東山清水寺本願房での「何人百韻」 発句である。奥田勲氏は、『実隆公記』の二月十九日の降雪の記事によって、同月二十日に、三富豊前守亭で詠まれた句であると言われている
（注９）
。この「何
人百韻」の連衆は、宗祇・二階堂行二・兼載・宗長・肖柏・春綱・政宣・玄清・恵俊・一覚・忠胤・尚行・蓮阿である
（注
10）。
「三富殿」 、 「三富豊前守」は、連衆のひとり、 「忠胤（藤原忠胤） 」なのである。三節に述べるように、 「三富豊前守藤原忠胤宗観」なのである。なお、この延徳二年の「何人百韻」より以前に、 「三富
豊前守藤原忠胤」が「宗観」であったろうことは、五節に述べる。このように、 「宗長」と「宗観」はともに連衆の中にあり、別人なのである
（注
11）。そして、 「三富氏」は、応仁元（一四六七）年の頃
には既に、二階堂政行（行二）の家来であったのである。そのことは、四節、五節で述べる。
連衆には、いつも同じメンバーというわけではないが、共通性が
ある。延徳 年正月二十二日の京都七条道場金光寺での 「何路百韻」の連衆の中には、宗祇・兼載・玄清・宗長・宗益等がある。また、明応二（一四九三）年三月九日、清水寺での本式連歌「何水百韻」の連衆には、宗祇・快勝・兼載・行 ・肖柏・泰諶・宗長・玄清・宗益・基佐らに加えて、行時（三富豊前守藤原忠胤の息であろう）がいる。
また、文明十八（一四八六）年、前年より継続的に行われた三条
西実隆亭での『源氏物語』と『伊勢物語』の講釈の聴聞者に、中御門中納言（宣胤）や二階堂政行、宏行 そして、宗歓がい
（注
12）。
「宗歓」は、二階堂政行（行二）と行動を共にしていることが多い。やはり、 「宗歓 宗観 」は、 階堂政 の家来である「三富豊前守藤原忠胤」である、と思われる。
一節に揚げた『蒲生智閑宛宗祇書状』に名前の見える三富殿（宗
観） ・宗益・兼載・宗長・ 祇は、早くから、文芸の方面 の交流もあったのである。
　　
三、永正本『増鏡』奥書に見る「三富豊前守藤原忠胤宗観」
　学習院大学附属図書館蔵永正本『増鏡』は、 釈 観自筆本である。
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その奥書に、 「三富豊前守入道釈宗観」 、 「俗名藤原忠胤」の名前が見える。次に、奥書を引用しておく
（注
13）。
此三冊
上下
中　
釋三富豊前守入道
宗觀
 俗今
名年
藤八
原十
忠四
胤歳
所持本也。 」
宗書
觀レ
自之
式伏見殿
部
卿邦高親王有一
覧、外題令」書給返給云々
　　
可謂面目、傳子孫莫處」聊爾者乎、
余遂覧之次、相違所々加筆、 」為後證記之」
　　　　　　　
永正十八暦仲旬春夾鐘天
　
桑中御門一位大納言入道春秋八旬
門乘光
「式部卿邦高親王」は、後崇光院の孫、後土御門天皇の猶子である。 「桑門乘光」は 中御門宣胤である。永正十八（一五二一）年に、
「三富豊前守宗観俗名藤原忠胤」は、八十四歳であった。逆算すると、一四三七年の生まれということになる。文明十（一四七八）年に宗祇（五十八歳）の第二回目の越後への旅 随行した時、 宗観は、四十一歳であったことが解る。『宣胤卿記』の関連記事を見ておこう。永正十四年七月廿六日条に、 「ますかゝみ借宗観第十四春のわかれ一流元祖亜相事後宇多院御送
勑
所書写之依為家之眉目也」 、同年八月一日条に、 「宗観借送太
平記一部四十冊廿二巻久米内か一几云々」 、同年九月六日条に、 「ますかゝみ三冊上中下返遣 観此次遣一首
猶三富修理亮
子藤原
行時有丹後之便宜
者令下遣之由仰了彼國数年大乱當年縁自越前若狭多国合力不川入国也行時在所筒川辺無為歟無心元由仰遣了玉年節あけてハくるる夜まても云々湊遠く思ひこそやれ」 、同年十月 六日条に、 「今日月次連歌依宣増僧都発句前此亭沙汰新亜相廣橋黄門松殿宰相四條宰相
伊左
長弁
朝臣
言内蔵佐
綱
朝臣
資蔵人左少
定
光土左刑部大輔絵所
信
朝臣
宗観
非衆
等也」 、同年閏十月十一日条、 「三
富修理亮藤行時自丹後上小鯛三十」 、同年閏十月 六日「言綱朝臣許今日月次連歌也廣黄門中納言松殿相公伊長言綱等朝臣宣増僧都資定光信朝臣
宗三富入道
観
等也」 、同年十一月十六日の月次連歌には、玄清（非
定衆当時第一連哥上手也）とともに、宗観（三富豊前守忠胤入道非定衆）は出座し、朝飯が用意されているし、永正十五年七月二十八日条に、 「太平記三十九冊
　
返遣宗観入道了」とあるなど、 「三富豊
前守藤原忠胤宗観」の宣胤との長きに渡る文芸的な交流がわかる。
　　
四、丹後国与佐郡筒河庄の代官「三富豊前守忠胤」
　　「平成二十五年度京都府指定・登録文化財一覧」の中に、古文書
登録された『浦島社・宇良神社棟札類』と『七所社修造棟札』 、および、 『筒河庄菅野村荒神社上葺造営之 （木札） 』 （所在地、 伊根町、京都府立丹後郷土資料館寄託）がある
（注
14）。文明の頃の「三富豊
前守藤原忠胤」について知られる。『浦島社・宇良神社棟札類』の内には、中世のものが二枚ある。一枚は、表に「当社悉皆造営棟札」とある嘉吉二（一四四二）年九月廿二日遷宮のもの（以下、資料ａという） 、裏に「浦嶋社悉皆造営棟札」とある永正三（一五〇六）年九月八日のもの（以下、資料ｂという） で 。もう一枚は、 「浦嶋社修造棟札」 文明六 （一四 四年九月廿一日上棟のもの（以下、資料ｃと う）であ資料ａには、 「地頭殿領家殿公文一円地頭殿
　
二階堂中務少入道
殿行充」 、 「于時御代官三富越前入道沙弥道栄」が見える。資料ｂには、 「地頭殿二階堂判官政行御代官三富修理行時」 、 「領家公文進士美九郎右
作
国衛門
為御代官」が見える。資料ｃには、 「領主二階堂山城大夫判
官殿実名政行
　
地頭領家公文一円知行
　
御代官三富修理亮忠胤」と
見える。文明六年の棟札に、二階堂 家臣として その当時は「修理亮」であった「三富豊前守藤原忠胤」の名が見えるのである。
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また、 『七所社修造棟札』文明十四（一四八二）年九月廿六日上棟、
九月三日遷宮のもの（以下、資料ｄという）には、 「領主二階堂山城大夫判官殿
　
地頭領家公文一円御知行
　
御代官三富豊前守忠胤
（花押）
　
国之代官太田新左衛門尉忠恒（花押） 」と見える。 『京都の
文化財』の解説には、 「三富忠胤の名前の下には整った武家様の花押が据えられ、本人によるものと見られることから、上棟ないし遷宮の儀式に忠胤が直接参与したことを示していよう。 」とある。 「太田新左衛門尉忠恒」について 領主二階堂氏のもとで京都を行き来した「代官」の三富氏に対して、常に現地にあって在地支配の実務を司る者であったと考えられ、花押を据えていることから、このときも太 忠恒は上棟等の儀式 直接参与したことが判明する。 」と述べる。
また、 『筒河庄菅野村荒神社上葺造営之記（木札） 』 （以下、資料
ｅという）は、天文二十三（一五五四）年 もので、 「太田新左衛門尉時直（花押） 」が見える。前掲書 解説 は、 「室町時代 筒川荘（筒川保とも 公方御料所、すなわち将軍家領で その領家職は幕府奉公衆の二階堂氏に預け置かれていた（文明十四年八月四日付「室町幕府奉行人奉書案」 『大日本史料』八―一四） 。現地に残る棟札類からは、在京領主であった二階堂氏の下に、三富氏 「代官」をつとめて現地支配にあたり、さら 太田氏がその下で「国（之）代官」と呼ばれていたことがわかる。 」とある。
また、 資料ａおよびｂの解説には、 「中世の当地は、 『続浦嶋子伝 』
の永仁二年（一二九四）の奥書 「於丹州筒河庄福田村宝蓮寺如法道場」とあるように、筒川荘ないし筒川保と呼ばれていた 長禄三年（一四五九）頃の丹後の領有関係を記した『丹後国田数帳』に
「筒川保
　
三十四町四段五十五歩
　
公方御料所」とあり、室町時代
には公方御料所、 すなわち将軍家領であった。 文明十四年 （一四八二）八月四日付け室町幕府奉行人奉書をもって「御料所丹後国筒川庄領家職」は由緒に就いて二階堂山城判官大夫（政行）に預け置かれている（ 『大日本史料』八―一四） 。 （中略）嘉吉二年から 六年にかけては地頭職・領家職とも 氏支配であったが、永正三年には地頭職のみ二階堂氏が支配し領家職は同じく幕府奉公衆と考えられる進士氏に預け置かれていたことがわかる。なお、丹後における進士氏に関しては、この（資料ｂ）が現在知られる唯一の史料る。在京領主であった二階堂氏のもとで、代官として現地と京都を行き来したのが三富 であったと考えられ、当社棟札では嘉吉に「于時御代官三富越前入道沙弥道栄」 、文明に「御代官三富修理亮忠胤」 、永正に「御代官三富修理行時 の名 記される。三富 時は、永正十二年（一五一五）以後続いた丹後争乱時にも現地にいた しく、京都の公卿中御門宣胤から「行時在所筒川辺無為か」 して浦嶋の玉手箱に事寄せて安否を気遣う和歌を贈られている（ 『宣胤卿記』永正十四年九月六日条） 。 」とある。『京都の文化財』の解説を多く引用させていただいた。二節で述べた「三富藤原忠胤」と「二階堂政行」の関係がよく分かる。また、三節で述べた永正本『増鏡』におけ 「三富藤原忠胤宗観」と「中御門宣胤」の関係にも参考になる。　　
五、 『補庵京華続集』 「大中字説」に見る三富豊前守宗雄
横川景三の『補庵京華続集』に「大中字説」が載る。この文は、
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文明十四（一四八二）年閏七月初めに、 「三富豊前守藤原措大」の字について説いた文である。拙稿Ⅱにその内容を詳しく述べたが、重複を厭わず、当該箇所を再度引用しておこう。
　　　
大中字説
余避
丁（応仁元年）
亥之
乱、寓於江之飯高山、々中諸老、憐予孤旅、相議
空一小庵而見借、慰藉不少、就中隣雲太虚師、待予最厚、杖
屨
往還、無時無之、一日席上有々髪僧、與予一見如故、隣雲指曰、是我弟子三冨豊前守藤措大也、及予帰京師也、公訪予數矣、示不忘旧也、
壬
（文明十四年）
寅之
歳、西山即宗老人、適袖一帋而来、為公求立
其字、且曰、公乃今之二階堂
賢（政行）
府
君麾下之臣也、騎射之業、不
墜其緒矣、而行有
餘力
、則孜々讀書、好古君子也、加之、留心佛
乘、看經習禪、一室泊如也、即宗與賢府君、同其譜系、以故能言公之為人云、公法諱宗雄、字之曰大中 予將書二大字卷還焉、然即宗所言、 可
抛棄置
乎、仍為大中字説贈之、 （以下省略）
「隣雲太虚師」は、 『碧山日録』を著した「太極」と極めて親密であった「太虚梵仝」であろう。 「西山即宗老人」は、夢窓疎石の流れを嗣ぐ「即宗中遇」であろう。ともに、横川景三と同じく、臨済宗夢窻派の禅僧である
（注
15）。
応仁の乱を避けて、横川景三が、近江の飯高山（瑞石山永源寺）
の竜門庵に寄寓していた折、太虚梵仝の弟子である有髪の僧「三富豊前守藤原措大」に初めてあった。横川景三が京師に帰った後も、藤原措大は、横川景三のもとを訪問して旧交を温めた。文明十四年年に、横川 もとを訪 た即宗中遇が 藤原措大は、二階堂政行の家来であり、法諱を宗雄、字を大中と言うことを語る。 「三富豊前守藤原措大」の人となりは、騎射に優れ、孜々 して書 読み、古
の君子に関心を示し、法華や華厳の円教に執心し、経を看、禅を習うことに熱心であった。三富氏と二階堂氏と即宗は、 「藤原」姓である。
この横川景三の「大中字説」では、 「三富豊前守藤原措大宗雄」
とあり、前の四節の資料ｄ『七所社修造棟札』では、 「三富豊前守藤原忠胤」とある。三節の永正本『増鏡』の奥書 確認した「三富豊前守忠胤」は「宗観」であった。この点をどう考えるか。拙稿Ⅱにおいて、次の六節の景徐周麟 『翰林葫蘆集 に見える「三富氏宗観居士」の詩序との関係から、 「宗雄」と「宗観」は、別人と考えた。次の記事もある。
○『大乗院寺社雑事記』文正二年三月五日条（この日改元して、
応仁元年）
一
　
正月十五日二階堂之小者於飯尾大和守之被官人
了、依之
二月卅日自二階堂方大和宿所へ押寄、大将三トメノ左京亮・同弟被打了、旁以二階堂失面目了、
この記事の「三トメ」は「三富」であろう。 「三富左京亮」と「同
弟」とあるので、文正二年（応仁元年）に 二階堂政行の家来に三富氏の兄弟があったことがわかる これら 記事からも、 やはり、 「宗雄」 、 「宗観」は別人であり、兄弟か、とも考えられる。
そして、 「三富豊前守藤原忠胤」も、四節の資料ｄの文明十四年
の時点で「宗雄」と同じく、有髪の僧であった可能性がある。文明十年宗祇に同行し、越後へ下った 「宗観（宗歓）禅師」は、 「三富豊前守藤原忠胤宗観」であろう。 「三富氏」は、二階堂氏に預け置かれていた越前、丹後の将軍家領の代官であったのである。
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六、 『翰林葫蘆集』 （景徐周麟）に見る「三富氏宗観居士」
『翰林葫蘆集』第十「像賛、雑」に、 「三富氏宗観居士」の名の見える詩序が載る。
三富氏宗観居士、日課妙経、既而一千部畢其巧矣、因営斎
請僧表結願之儀也、然而唯非止于此、自一千部而二千部、而三千部、以日繋于月、以月繋于年、而満其数者倚馬可待、清父首座作偈以讃歎 、 予與居士非一日之雅、 次韻納一分随喜云、
身雖處俗藕生泥、心慕台宗起北斎、三請慇懃四華席、不同楊葉止兒啼、
「三富氏宗観居士」は、妙経を修することを日課としており、既に一千部の巧を畢り、斎を営んで結願の儀を表したが、それで止まず、一千部より二千部、そして三千部と、日をもって年に繋ぎ、月をもって年に繋ぎ、その数が満ることは、馬に倚りて待つべくという有様であった。それを清父首座が偈を作って讃嘆した、とある。宗観は、 「身雖處俗藕生泥」と言われているように 身分は低い者ながら、仏道に精進し、優 た文才のある禅僧であったのであ
「清父首座」は、 相国寺鹿苑院塔主であった清父珠瞳であろう
（注
16）。
この「三富氏宗観居士」は、二節、三節、四節で述べてきた「三富豊前守藤原忠胤宗観」であろう。
横川景三と三富豊前守宗雄が近江の飯高山（瑞石山永源寺）で出
会った応仁の乱の頃、景徐周麟 また 相国寺を逃れて （横川は桃源瑞仙の郷里近江市村の慈雲寺に移 いた）近郷（草野）に合流したことを思えば、景徐周麟も三富豊前守宗雄を知っていた と思われる。景徐周麟には 『翰林葫蘆集』 「依二階堂行二公悼其
子尚行和歌韵」 、 「寄小補和尚書」 、 「夢記」がある。また、澤蔵軒宗益の道號「加三」についての「序
幷
一偈」が載る。それらの親しい
関係からすれば、横川も景徐も「三富氏宗観居士（三富豊前守藤原忠胤宗観） 」とも「 富豊前守宗雄」とも知己であっただろう。一節の『蒲生智閑宛宗祇書状』 名が見える人々は皆、早くから知己であったのであろう、と思われる。
　　
まとめ
以上、拙稿Ⅰ・Ⅱでは取り上げなかった永正本『増鏡』学習院大
学附属図書館蔵三富豊前守藤原忠胤宗観自筆本及び『浦島社・宇良神社棟札類』 ・ 『七所社修造棟札』 （伊根町・京都府立丹後郷土資料館寄託）を通して、拙稿Ⅰ・Ⅱに訂正を加える ともに、新たな私見を述べた。 『蒲生智閑宛宗祇書状』に見える「三富殿」は、 「三富豊前守藤原忠胤宗観（宗歓） 」 ろう。「宗観」は、越前・丹後の将軍家領を預け置かれていた在京領主である二階堂政行（行二）の家来で、京都と国（伊根）とを行き来する代官であった。 「三富豊前守藤原措大 雄」と同じく、有髪の僧（禅僧）であり、横川景 や景徐周麟ら 臨済宗夢窻派の禅僧との交流を持っていた。また、武家、公家との文芸の方面の交流の広さも、その事跡からわかる。 『宣胤卿記』や『実隆公記』には、宗祇没後も、その文芸的な足跡が見える。また、宗長とは、別人であることもわかる。宗祇の文明十年から
十一年の越後への旅に随行し のは、 忠胤観」ではなかったか。 「宗観（宗歓） 」は 身分は低い者ながら、身
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内の「宗雄」とともに、優れた才能の持ち主であり、並々ならぬ努力の人物であり、文芸の方面への関心も頗る強かった。二階堂政行とともに、三條西実隆亭での『伊勢物語』や『源氏物語』の講釈を聴聞している。 『増鏡』 を書写している。 『伊勢物語宗歓 （宗観） 聞書』 、『百人一首宗祇抄』甲類本奥書の「宗観禅師」は、 「三富豊前守藤原忠胤宗観」であろう と思われる。 『蒲生智閑宛宗祇書状』に名が見える「三富殿」 、 「宗益」 、 「兼載」 、 「 長」 、 「智閑」は、 「宗祇」と、応仁、文明の早くから知己であり、交流を っていた、と思われる。《注》（１） 「京都大学蔵大惣本稀書集成第十巻」 （臨川書店一九九五年）
翻刻。
　　
 右百首は、東野州于時左近大夫にあひたてまつりて、有人、
文明第三の年、発起し侍し時、予も同聴つかふまつりしを、其比、古今伝受の半にて明ならず侍るを、此度、北路の旅行にあひともなひ、あらち山の露をはらひ、老の坂の袖を引こゝろざし切にして、しかも此和歌 心 たづね給ひ侍れば、辞しがたふ侍て、ほの〴〵しるし侍る物也。しかれば、外見努々ゆるすべからず。但、かの野州にあひ給ふ事侍らば、 そかにみせたてまつり、難波の浦 よ あ をきはめて 伊勢の海の玉のひかりをあらはしたまふべきなん。
　　　　
文明十年夏四月十八日
　　　　　　　　　　
宗祇判
　　
宗観禅師
（２） 『増訂版伊勢物語古注釈の研究』大津有一氏（八木書店
　
昭
和六十一年二月増補版刊）第二章旧註の時代
　
第五宗長と宗
歓聞書のところに、
　　
 「宗歓とはどのような人か。実隆公記の文明十七年七月十九日の条や永正二年二月六日の条に、宗歓の名が見える。ところが伊地知鉄男氏 宗祇によると、宗祇は宗長だというのである。こ 宗歓即ち宗長が宗祇の講釈を聞書したのであるが、それを上野図書館蔵本は伊勢物語鈔といひ、京大研究室蔵本は伊勢物語註と呼んでゐる。上野図書館本『伊勢物語鈔』奥書　
注奥書云
　
此一帖依
二尊命
一令
二講尺
一時、僧宗歓聞書也。不分明事多
レ
之。但雖
レ得
二其意
一。誰能注
レ之哉。情有
レ余。詞不
レ足之理也。
　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　
宗祇在判
京都大学国語学国文学研究室所蔵「伊勢物語宗祇註」の奥書　
此一帖講尺之時、僧宗歓聞 也。加
二一見
一所々添
二削之
一。
猶以無
二不足
一。仍其憚有
レ之。不
レ可
二逸外見給
一者也。
凡此物語おもふさまにいひあらはさむ事はこれあるまじきこと也。心あまりてこと葉たらずのこゝろ也。　
于時文明十一年春二月日
今又書写所は越後州頸城郡春日山ニ而徒然余書
レ之畢。右此
本次第、宗祇老翁東ノ野州ニ哥道伝受 刻、此伊勢物語之註師説之不
レ残愚意書写云々。
　
于時慶長四年菊月初三日
　　
 宗祇の伝記を調べると、京大研究室本に見える文明十一年
二月は宗祇が越後の春日山城にゐた頃で、二月に発足して帰
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路の途についたのである。従って上野図書館蔵本の尊命に依り云々も上杉房定のために催した講釈の意味なのであろう。この越後下向 は弟子宗長を伴ってゐた であるから宗歓聞書の成立は文明十一年二月に相違ないと思われる。 」と述べられている。
　　
 また、 『伊勢物語の研究（資料篇） 』片桐洋一氏（明治書院
　
昭和四十四年一月）の十二伊勢物語宗長聞書には、京都大学国語学国文学研究室本を翻刻されて るが、翻刻には「宗観」とされている。解題には、 「宗歓」とされている。片桐氏は、「大津有一博士は『伊勢物語口伝抄』が引用する宗長の「聞書」の本文が、右の「宗歓聞書」のそれと相違し い こと 指摘されている（前掲書） 。博士 言われるように、 は宗祇の弟子 中でも始終随従していたも であるから、まとめ聞書も幾種類かあったと見るべきであろう。 」と述べられ、 「歓とは宗長のこと あ と伊地知鉄男氏は言わ （ 「宗祇」 ） 。されば、 わかりやすいように『宗長聞書』と呼称したのである。私の呼称である。 」と言われている。
（３）廣木一人氏『連歌師という旅人
　
宗祇越後府中への旅』 （三
弥井書店
　
平成二十四年十一月） は、 宗祇が越後府中を訪れた、
第二回目の旅に数えられている。
（４）拙稿。 『日本語日本文学論叢
　
第二号』 （武庫川女子大学大
学院文学研究科日本語日本文学専攻
　
平成十九年三月）所収。
（５）拙稿。 『武庫川国文
　
第七十号』 （武庫川女子大学国文学会
　
平成十九（二〇〇七）年十一月）所収。
（６） 『昭和四十一年三都古典連合会展観入札目録』に所掲の写真
によって、改行は／で示している。現在は、大阪市立歴史博物館に所蔵されている。拙稿Ⅰにも引用している。
（７）金子金治郎氏『宗祇の生活と作品』 （桜楓社
　
昭和五十八年）
（８）両角倉一氏編『下草（宗祇句集・宗梅本） 』 （古典文庫
　
昭
和五十三年）に、四段階の成立と展開が想定されている。
（９）奥田勲氏『宗祇』 （人物叢書） （吉川弘文館
　
平成十年十二月）
（
10）江藤保定氏校編「宗祇連歌作品拾遺」 （ 『鶴見女子大学紀要
　
第９号』昭 四 六 十二月）所収 「延徳二年二月二十五日何人百韻」 （底本
　
野坂元定本春のひかり）に依る。
（
11）大塚勲氏「連歌師宗長伝の問題点」 （ 『ぐんしょ』６８
　
続
群書類従完成会
　
平成十七年春）は、 宗歓（ 『伊勢物語』の「宗
歓聞書」がある。注２）から宗長への改名という従来の説について、明応三（一四九四 年 月十一日の「薄何百韻」に連衆とし 宗歓 見えることによって、こ 作品が（明応三年のものに）間違いないものであれば、 と宗歓とは別人ではないか、との見解を示されている。私は 「薄何百韻」の年次について 見解を持たない。大塚氏と別の視点から、観（宗歓）と宗長は別人であろう、と考え
（
12） 『実隆公記』 （続群書類従完成会に依る。 ）文明十七年七月十九日条には、 「宗祇来 乙女巻読之、殊勝々々、同宿 歓相引而来、 」 、文明十七年九月廿六日条には 「源 物語若菜下今日終
□（功）
、差饂飩献酬、滋野井、姉小路、宗祇、宗歓、玄盛等
在座、 」 等と見える。 二階堂政行 、 宗祇没後 文亀三 （一五〇三）年七月十日に逝去する。二階堂二郎によって実隆に報告される逝去前後の記事もある。宗歓は、宗祇の没後も、実隆亭で
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の『源氏物語』の講釈や、法楽廿首張行、先公月忌に参加している。文亀三年十一月廿四日条に、 「今日源氏眞木柱巻半分讀之、宗歓、姉小路中将等同来聴、 」 文亀四年二 廿二日条に、 「水無瀬御法楽勅題短冊三首令詠進、愚亭又法楽廿首張行、民部卿題也 戸部 羽林等来談、玄清 宗歓 丸等来、 」永正元年八月廿八日条に 「先公月忌、良秀 宗壽 宗慶等来、甘露寺中納言 資直等来、有象戯、予写経之外忘他事 玄清、宗歓、龍蔵主等来、自禁裏松茸折被下大慈庵予以書状傳遣了、今夕差下人於山城知行所々了、 」永正二 三月五日条に、 「松田豊前玄清宗歓等禁中花歴覧之由相語来、 」等とある。京都と伊根とを行き来していた「三富豊前守」についても、大永四年十一月十二日条に、 「癸酉
　
晴
　
三富豊前掾（行村）烏賊魚
五十盃献之、 」 、天文三年四月大六日条に、 「三富豊前入道葛粉五袋、若布数束送之、 」と見え、 烏賊」 「若布」を実隆に贈っている。京都と現地（丹後の伊根）を行き する代官であった「三富豊前守」らしい贈り物である。
（
13）岩佐正氏・時枝誠記氏・木藤才蔵氏校注『神皇正統記
　
増
鏡』 （ 『日本古典文学大系８７』岩波書店
　
昭和四十年二月） 。
底本は、永正本の原本と言われる。 「解説」には 「 『宣胤卿記』永正十四年七月廿六日の条に、宣胤は宗觀から増鏡を借用し「春の別れ」に、祖先のことが見えているのを名誉として、その部分を書写している。宣胤が増鏡に接したのは、恐 くこの時が最初であって、その際宗觀から借用した写本というのが、本書の底本にした永正本であったと考えてさしつかえないであろう。宣胤卿記の同 八 十三 は、 「マス鏡下
巻一見」 、同年九月六日の条には「ますかゝみ三冊上中下
　
返
遣宗観」と見えているから、その間に宣胤は増鏡全巻を通読した上で、宗観に返却したものと考えられる。したがって、永正十八年二月の奥書は、宣胤が再び宗観から増鏡を借用し、それを丹念に閲読した際に付 いうことになる」とある。また、上冊の本文墨付二十四枚目には、張り紙があり、中院通勝の自筆で、次のよう かれている。
　
いまをりゐさせ給へるを新院と」きこゆれは御あにの
院をは中院」と申ちゝみかとをは本院とそ」きこえさする此ほと 家実の」おと 関白にておはしつれと」 の詞の次第相違か如此にて可然か外題
　　
 伏見殿式部卿邦高親王御筆
奥書
　　
 中御門一品宣胤御筆
　　　　
 天正十五六二
　
一覧次記之
　　
通勝
　　
 なお、同『月報』には、奥書と中院通勝 注記と宗観自筆
の本文の一部が写真版で載せられている。宗観の自筆が解ることは、当時の『伊勢物語』の注釈書や『百人一首』 注釈書やそ 他の注釈書類の本文の字体を較べて、それら 素性を考えることにも、有益である。
　　
 また、 『月報』に載る市古貞次氏「新島守と秋霧」は、増鏡
について、 「 れ いかにも中世の公家貴族の書いた物語らしいということであ 。……王政復古を願う公家 底意が察せられるようである。そしてもしその公家が、ここに書かれて
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いる後醍醐天皇の建武中興を挫折させ、北朝を擁立した足利氏と緊密な関係にあり、北朝側の最高の貴族として重んぜられた二条良基であるとしたなら、いっそうおもしろいと思う。かれは、足利氏の治政を謳歌する文章 たびたび書いて るが、そういうふうに一方では武家政権と結び、武家の機嫌をとりながら、一方では天皇政治を考えていた。こういう両面作戦は中世の公家のしばしば用いた ころであるが 良基はその最たるものというこ になるだろう。 」 と述べられている。
　　
 短絡的に過ぎるが、 「三富豊前守藤原忠胤宗観」が『増鏡』
を書写したのも、 「藤原氏」のつながりと、市古氏の言われるような関心があっ からではな だろうか。
（
14） 『守り育てようみんなの文化財３２
　
平成
25年度府指定・登
録等文化財の紹介』 （京都府教育委員会
　
平成二十六年十月） 、
『京都の文化財第三十二集』 （京都府教育委員会
　
平成二十六
年十一月）に、京都府教育庁指導部文化財保護課によ 各棟札の写真及び釈 と解説がある。ＰＤＦでホームページに公開されている。
　　
 また、 『伊根町誌』や『与謝郡誌』 三富氏のことは、 詳しい。
「菅野城は、戦国の争乱 時代を経て、天正年間には一色氏の支配下にあって三富氏の居城として築かれ い 。三富氏はこの菅野城を本城として、 本庄上 野尻と六万部に出城を築き、更に三富水軍の根拠地 泊城をつくり、丹後一円 海上を支配していた。 」とある。
（
15）玉村竹二氏『五山禅僧傳記集成
　
新装版』 （思文閣出版
　
平
成十五年三月）に詳しい。
（
16）臨済宗夢窻派の僧に、玉崖梵琇を嗣ぐ清父珠瞳がある。宗山等貴は永正十五（一五一八）四月二十二日、一旦清父珠瞳に譲った鹿苑院塔主に、 清父より譲られて、 再び就任している。朝倉尚氏「就山 崇・宗山等貴―出自と嗣法―」 （中世文学研究
　
創刊号）等、玉村竹二氏前掲書に詳しい。
　　
 本稿は、平成二十年度科学研究費補助金（奨励研究）課題
番号
20902001
による研究成果を基にしている。
（あきさだ・やよい
　
兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校教諭）
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